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平成2年度  平成3年庶  平成4年度  平成5年虎  平成6年度  平成7年度  平成8年度  平成9年度  平成10年鹿   

（1．00）   （1．06）   （1．25）   （1．ヰ6）   （l．78）   （2．4丁）   （3．73）   （4．86）   （6．30）   

1．101   1．171   1．372   1，¢11   1，9¢1   2．722   4．102   5．352   6．932   

平成11年虔  平成12年虎  平成13年度  平成14年虔  平成15年度  平成16年虎  平成17年鹿  平成18年度  

（10．58）  （16．10）  （21．13）  （2l．56）  （24．13）  （30．34）  （3t31）  （33．92）   

11，83t   17．丁25  23．27■  23．丁38  26．5ti9  33．408  3l．一丁2  37．323   
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対前年度  
減革  土管ミ■串  

：批澹；甘   817  6ヰ4   之 1．0ヰ  rた」■県   8丁ヰ  961   1．10  

書森1■   293  332   ′くG  1．13  山口県   19丁  304   

手県   
lト 1．54  

277   303   25  l．09  鏡j■l■   200  236   1．18                   コ声  

±・∫ 一L   555  528   ▲ニ了  095  春日県   400  ヰ20   ごC  1．05  

級［B県   133   186   う：三  1，40  弓■11嗅   3tl   258   ▲三さ二！  0．83  

山形興   130  129   ▲l  0．99  ；■知l■   l与4  1ヰ6   ▲】 0．89  

250  9〇  1．59  事i冊l■  864  842  ▲ ニ？ご  0，97  

一・㌻」六   585  848   チI  1，10  俳】■県   

嚢辰夫■   
85   11ヰ   29  1．34  

5ヰ2  521   ▲ 2t  0．9¢  農l慮県   2丁9  22：】   ▲56  0．80  

群馬l■   4丁2  58l   10≦≠  1．23  I良太県   295  Z87   ▲ さ  0．97  

】さ壬l■   l813  1923   J∵★  1．04  士分典   ヰ2¢  5こ10   1（14  1．Zヰ  

手玉蠣l   4 1238  l．287   t．0ヰ  貪l虫県   181   220   19  1．22  

31ヰ6  3．265   1 1．04  震l斤▲欄   ＝H   8ヰ   ▲ ←「‡  0．58  

‡由全州県   174ヰ  1．497   ▲ 三47  0．86  ■■ こ ハ   45l   364   ▲弓プ  0．81  

新王鼠県   526  675   ！ヰ～）  l．28  綱．1■詩   2ヰ5  310  l．27  

富山県   2ヰ8  260   l二  1．05  仙台市   369  319   ▲5n  0．86  

石川県   2】1   129   ▲皐；ゞ  0．61  さいたま市   308  424   1．38  

Il♯県   163   242   m  1．ヰ8  手■㌻1右   25丁  272   15  l．06  

山型県   253  304   5 1，20  ‡暮ユ兵1有   l231  1．395   l豆ヰ   1．13  

・腋野県   599  547   ▲ 52  0．91  川鹸市   ヰ丁7  499   2j  1．D5  

l毒且県   4TO  479  1．02  l一冊市   26ヰ  203   0．77                   ▲ 一 －  

・‘述・・   504  81a   【（拍  1．22  名古l蕾籠   803  850   247  1．ヰ1  

知   80〔I  821  十‡  365  548   事（くこl  1．50  

533  524  ▲ミi   74丁  788   ヰ1  1．05  

；」t   645  709   54  l．10  撲1右  

憲一瓢府   
ヰ00   4ロウ  

2tけ  ヰ59   一号2  1．72  1ヰ声市   221   2る1   4り  l．18  

大阪府   3885  3．19S   ▲＄9り  0．82  」左」■蕎   356  547   l〇t  1，54  

長慮県   762  1．080   十†十  1．ヰ2  北九州籠   408  ヰ56   1i：  1．12  

53l   570   J：ブ  1．0丁  ‡i田l商   302  42   l．才J  1．ヰl  

和】歌山県   293  31S   1．08  檎Z■t鴇  226  

九取県  99   75  ▲ 2・l  

▲椙県  98  160   

閻L山県   829  1．039   2！ロ  l．25  
l．08  

身体的虐待   ネグレクト   性的虐待  心理的虐待   総 数   
平成11年度  5．973く51．3％）  3，441（29．6％）  590（5．1％）  1．627（14．0％）  11，631（100．0％）   
平成12年度  8，877（50．1％）  6，318（35．6％）  754（4．3％）  1，776（10．0％）  17．725（100．0％）   
平成13年度  10．828（46．5％）  8．804（37．8％）  778（3．3％）  2．864（12．3％）  23，274（100．0％）   
平成14年度  10，932（46．1％）  8．940（37．7％）  820（3．5％）  3，046（12．8％）  23．738（100．0％）   

平成15年度  12．022（45．2％）  10，140（38．2％）  876（3．3％）  3．531（13．3％）  26，569（100．0％）   

平成16年度  14，881（44．6％）  12，263（36，7％）  1，048（3．1％）  5，216（15．6％）  33．408（100．0％）   
平成17年度  14．712（42，7％）  12．911（37．5％）  1．052（3．1％）  5．797（16，8％）  34，472（100．0％）   
平成18年度  15，364（41．2％）  14．365（38．5％）  1，180（3．2％）  6，414（17．2％）  37．323（100．0％）   
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平成11年度  2．908（25．0％〉  815（7．0％）  6．750（58．0％）  269（2．3％）  889（7．7％）  11．631（100．0％）   

平成12年度  4．205（23．7％）  1．194（6．7％）  10．833（6】．1％）  311（1．8％）  1．182（6．7％）  17．725（100，0％）   実 父  実父以外の父  実 母  実母以外の母  そ の 他  ∴■■■■宮・                              平成13年度  5．260（22．6％）  l．491（6．4％）  14．692（63．1％）  336（1．5％）  1，495（6．4，も）  23，274（100，0，i）  平成14年度  5．329（22．5％）  1，597（6．7％）  15，014（63，2％）  369（1．6，i）  1．429（6．0％）  23．738（100．0％）  平成15年度  5，527（20．8％）  1．645（6＿2％）  16．702（62．8％）  471（1．8，i）  2．224（8，4％）  26．569（100．0％）  平成16年度  6．969（20．9％）  2．130（6．4％）  20．864（62．4，i）  499（1．5％）  2．946（8．8％）  33．408（100．0％）  平成17年鹿  7．976（23．1％）  2．093（6．1％）  21．074（6l．1％）  591（1▼7％）  2．738（7．9％）  34．472（100．0，i）  平成18年度  8．220（22．0％）  2．414（6．5％）  23．442（62．8％）  655（1．8％）  2，592（6．9％）  37，323（100．0％）  

Oj＆～3歳未満  3歳～学▲e所児童  小 学 生  中 学 生  高校生・その他  縛  数   

平成11年虎  2，393（20．6％）  3．370（29．0％）  4．021（34．5，い  1，266く10．9％）  581（5．0％）  11．631（100．0？i）   

平成12年廣  3，522（19．9％）  5．147（29．0％）  6．235（35．2％）  1．957（11．0％）  864（ヰ．9％）  17．725（100．0％）   

平成13年廣  4．748（20．4％）  6．847（29．4％）  8．337（35．8％）  2．431（10．5，‘）  911（3．9％）  23．27ヰ（100，0，i）   

平成14年鹿  4．940（20．8％）  6．928（29，2％）  8．380（35．3％）  2．495（10．5％）  995（4．2％）  23．738（100．0％）   

平成15年廣  5，346（20．1％）  7．238（27．3％）  9．708（36．5，i）  3．116（ll．7％）  l．161（ヰ．4％）  26．569（100．0，i）   

平月E16年度  6．479（1g，ヰ％）  8．776（26，3，i〉  12．483（37，4％）  4．187（12．5％）  1．483（ヰ．4％）  33．408（100．0％）   

平成17年廣  6．361（18．5％）  8．781（25．5％）  13，024（37．8％）  4．62．0（13．4，i）  1．686（4．9％）  34．472（100．0％）   

平成18年度  6．449（17，3％〉  9．334（25．0％）  14．ヰ67（38．8％）  5．201（13．9％）  1．872（5．0％）  37．323（100．0％）   
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l 

児童虐待防止対策ゐ現状（1）  

子どもを守る  

年  度   児童相談所数   
地域ネットワーク  虐待相談対応件数  

児童福祉司数    （要保護児童対策地域議会）  

設置割合  

（か所）   （人）  （％）  （件）  

平成12年度   174（l．00）   1．313（l．00）  17．725（1，00）  

平成13年度   175（1．Ol）   l．480（1．13）   15．6㌔（1，00）   23．274（1．3り  

平成14年度   180（1．03）   l．627（1．24）   21．7％（1．39）   23．738（1．34）  

平成15年度   182（1．05）   1．733（1．32）   30．tl（l．93）   26．569（1．50）  

平成16年度   182（l．05）   1，813（1．38）   39．8ヽ（2．55）   33．408（1．88）  

平成17年度   187（1．07）   l．989（1．51）   51．0％（3．27）   34，472（1．94）  

平成18年度   191（1．10）   2．139（1．63）   69．0㌔（4．42）   3丁，323（2．1り  

平成19年度   196（1．13）   2．263（1．72）   84．1㌔（5．46）  

■（）内は、平成12年虔を1．00とした指数（伸び率）（なお、子どもを守る絶域ネットワーク（璽保膿児量対諷地欄爛▲会）毅正割合は、平成13年鷹を1，00とした指数（伸び率）〉  

●手どもを守る地域ネットワーク（豪傑は児t対策地域協▲会）貯■割合については、平成17年度までは¢月‖∃現在．平成18年以降は4月1日現在  

強制入所措置のための家庭裁判所への  
虐待相談対応件働  申立・承諾件数  新規入所児■のうち、  

（委託も含む）  一掃を受けたことのあ  
（児童相談所）   る児暮の網合  

（件）  （件）   （件）   （件）   （件）  （人）   （％）   

度   t7，丁25 （l．00）  96（1．00）  8．1朗l（†．00）   12丁   87   33．803（85．5ヽ）   49．6ゝ   

度  23，27ヰ （l．31）  194 （2．02）  7．652 （1．24）   134   99   33．680（88．0ヽ）   53．4ヽ   

度  23．738 （1．34）  柑ヰ （t．92）  8，369 （1．36）   117   87   33．651（89，3ヽ）   52．2ヽ   

鹿  28．5＄9 （1．50）  Z49 （2，59）  7．857 （1．2丁）   †■0   105   33．47ヰ（89．7ヽ）   53．丁ヽ   

度   33．408 （1．88）  287 （2．99）  8．427 （1．37）   188   lヰ7   33．485（91，41）   6Z．1ヽ   

度   34，472（1．94）  2ヰ3（2，53）  乳043（l．17）   1？¢   14丁   38β78（引．51）  

正  ・～ 37．323 （之．1り  238（2．48）  10．221（l．66）   185   163  

●1）（）内は．平成12年鷹を100とした指■（伸び事）  

●2）なお、乎虞†！年度に市町村が対応した相績対応件数は48．457件（その後、児暮相磯所が対応した事事は、児重職練所の件■にも計上さ九ている．）  

■3）児暮暮鰻▲鹸の入断定員・入所畢はlO月1日現在．  
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○従来の児童虐待防止対策は、「児童相談所」のみで対応する仕組みであったが、平成16年の児童虐待防  

止法等の改正により、「市町村」も虐待通告の通告先となり、「市町村」「児童相談所」がこ層構造で対応する  

仕組みとなっている。  

○現在、各市町村単位で、子どもを守る地域ネットワーク（要保護児童対策地域協議会）の設置が進められて  

いるところ（平成19年4月1日現在、84．1％が設置）。  

相談・通告  

望一   

■■ 一 ■－ －  

ホヨl府 ■  

ヽ  送致・i令書  

子どもを守る地域ネットワーク  
（要保護兜  策地域協議会）  

ーーーーーーー■一一一一  

○子どもを守る地域ネットワーク（雫保護児童対策地域協議会）又は虐待防止ネットワークの都道府県別殻   

蔓保雄児壬対策   虐待鮪止  要保護児暮対策   ■待防止  
地域協議会   ネットワーク  全体  地域協旛会   ネットワーク  全体  
数  †も  数  †も  数  ％  数  †も  数   ％  数  ，も  

岩 手 県  迫  9ヰ．猟  2  5．7l  35  100．0l   大阪府  48  93．Ol  2  ●．Tl  42  gT．Tl  

秋 田 県  1¢  糾．肌  口  ▲Ol  17  88，0ヽ   奈 良県  lO  ヰ8．7ヽ  9  23．1■  28  71．肌  

鵜島 県  25  41．Tl  19  31．Tl  l■  73，靖   ∴■■■ 一  15  丁8．汎  ●  21．1l  19  100，Ol  訟t済み  ♯遭府県数                            市町村の割合（構成比 一肌（2jふ） 18 肌一班（調卸） 1■ 肌～7汎（29．瑚 2 4仇－5猟（●．諏） 20…汎（ふ 肪－一肌（ふ）                                                北海道  118  椿．＄l  田  20．Ol  154  85．8＼   滋 兼 県  q  42．3ヽ  15  5丁．Tl  28  100．肪   書経県  24  も0．0l  l  10．0l  28  70．0ヽ   未払府  5  19．2l  1ユ  50．肌  柑  09．2ヽ                                   宮 城県  23  63．汎  山  30．6l  3l  l   兵庫こ 県  39  95．1l  2  l．9l  引  100，Ol                                    山 形 県  15  42．9■  19  54，3～  ユ◆  97．1l   和歌山県  18  ¢0．0～  、 5  l¢．n  23  T0．丁ゝ                                   茨城県  35  丁9．5l  3  6．肪  38  8¢．4ヽ   ・・ 言    20  9i，訊  l  4．8ヽ  2l  100，仇   栃木 県  30  96．8～  ○  0．0l  30  9¢朋   岡 山 県  2l  TT．8ヽ  3  11★1l  24  88．汎   群 馬 県  13  34 
．2～  q  28．9l  2■  ¢3劇   広島県  19  82．仇  3  l〇．肌  22  95．7l  

埼玉 県  65  02．9ヽ  5  丁．1t  10  180．0l   山 口 県  18  81．8ヽ  0  0．肪  18  81．8l  

千 葉 県  30  53．6l  2ヰ  42．汎  5l  9‘．ヰl   徳 島 県  16  86．7ヽ  ¢  25．0ヽ  22  01．Tl  

東京静  39  62．仇  ，  l■＿5l  ヰ8  17．4l   書川 県  7  引．2ヽ  7  11ム  1l  82．ヰl  

神奈川県  32  97，仇  ■  3．Ol  33  l00．0ヽ   一】■＝   15  丁5．0ヽ  】  5．Ol  16  80．Ol  
新 潟 県  16  ヰ5．Tl  9  之5．丁ゝ  25  Tl．ヰヽ   高 知 県  12  84．3ヽ    3l．ヰヽ  2〇  ¢5．Tl  

暮山 県  12  80．Ol  0  0．0ヽ  12  80爪   檎同 県  25  37．汎  13  19．7l  38  5丁．6l  

石 川 県  柑  100，肪  0  0．0ヽ  19  100．仇   佐 暮 県  q  17．肪  l  lT．4l  15  65．2l  
櫓井 県  13  78．5l  4  2：I．5l  1丁  H】0．0ヽ   ・ ⊥二   18  69．6l  6  Z6．1l  22  95．Tl  
山 梨 県  24  85．Tl  3  10，Tl  2丁  98Jl   熊本県  33  棉．8■  川  29，2ヽ  47  9丁．91  

長野県  36  糾．ヰl  13  10．Ol  49  80．5ヽ   大分 県  l¢  88．外  2  11．1ヽ  柑  l00．恥  

岐 阜 県  42  100．Ol  0  0．0l  42  l00．帆   こ  ＝ 一  15  50．肪  2  ¢．7l  lT  56，m  

静岡 県  19  lSjヽ  19  15．2ヽ  38  9¢．5l   鹿児島県  22  糾．9l  9  18．4■  ユ1  栂．3～  

愛知 県  62  98．4l    1＋6ヽ  ¢〇  100．0l   沖 縄県  川  38，Ol  m  28．81  之丁  65，鮪  

三 重県  23  丁9．3ヽ  6  20．7ヽ  29  108．0ヽ   全  匹ll．193   85．3t  113  18．8l  1．536  8t†ヽ  

※ 平成19年4月1日現在   
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年齢  0  ■  Z  3  4  5  6才  
▲か月  
未満  

以上   

人数  55  3丁  16  14  16  10  6  18  135   
割合（％）  ヰOJ  27，4  11．9  10．4  11．9  7．ヰ  4．ヰ  13，3  100，0  

実母  実父  養父等－  その他  合計   

人数  84  33   13   141   

割合（ヽ）  59．6  23．4  9．2   7，8  100．0  

身体的虐待  ネグレクト  その他  合計   

人数   93   14   2   109   

割合（l）  85．3   12．8   1．8   100．0  

一人親・未婚  内縁関係  子連れの再婚  その他   合計   

事例勤  40   18   10   49   117   

割合（l）  34＿2   15．4   8＿5   41．9   100．0  

ほとんどない  乏しい  普通  活発  合計   

事例数   23   16   17   57   

割合（ゝ）  40＿ヰ   28．1   29．8   †．8  100，0   

検証方法  

○ 平成17年中に子ども虐待による死亡事例として把握された70例（86人）について、心中以外の  
事例51例（56人）、心中事例19例（30人）それぞれについて分析  

結  果  

ユ⊥隼飴 －0歳児の死亡割合は約4割の水準－   

○ 心中以外の事例では、0歳が最も多く、約4割となっている。   

（0歳児の死亡数に占める割合：H16年46．0％（23人）、H17年38．5％（20人））   

2 動機 一望まない妊娠は低年齢児の死亡リスクの大きな要因－   
○ 心中以外の事例の3歳未満では、望まない妊娠が25．0％、子どもがなつかないなどや保護を   

怠ったことがともに20．0％。   

3 妊娠期の現題 一母親自身が何らかの葛藤を有している可能性があるケース  

が約2割－   

0 心中以外の事例の妊娠期の間超について、母子健康手帳未発行、望まない妊娠／計画してい  
ない妊娠、妊婦健診未受診の3つのいずれかがあった子どもは17．9％（10人）。  
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4 地域社会との接触 一地域社会との接触が乏しい事例が約7割－   
○ 心中以外の事例では、平成16年の検証結果と同様に、地域社会との接触がほとんどないもしく   
は乏しいと考えられる家庭の割合が高く、69．5％（16例）となっていた（心中事例では15．8％：3例）。   

5 関係機瀾の関与   

①児童相談所の関与一関与事例の割合が減少  
○心中以外の事例に閲し、児童相談所の関与している割合は、H15年50．0％、H16年31．3％、   
H17年19．6％と減少。しかし、児童相談所の関与事例（10例）のうち、4例は児童相談所として虐   
待とは判断せず、2例もー部の者のみが虐待と認識し、組織全体として認識を持っていなかった。   

②児童相談所以外の関係機朋の関与一道切なリスク判断と児童相談所との連携  
が課題－   

○ 関係機関との接点はあったが家庭への支援の必要性はないと判断していた事例は、H15年  
25．0％、H16年27．1％、H17年45．1％と増加偵向。   

旦問刑三よる安全確翠－アセスメントの強化と適切な措置の実施が必要－   
○ 児童相談所が関与した10例のうち、最終安全確認の時期が死亡前1か月以内の事例力？0％。  

7 心中事例 一事例収集や分析が必要－   
○ こども虐待の観点からの心中事例の検討はほとんどなされていないのが現状であり、心中事   
例の収集や分析を行い、対策の検討を進めることが必要。  
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1実施主体   
0都道府県（指定都市一児童相談所設置市を含む。）が実施。関係する市町村は当該検証作業に参加・   
協力。   

2問   
○都道府県児童福祉審議会の下に部会等を設置。   

3 検証垂旦の機成   
○検証委員は外部の着で構成。また、会議の開催に当たっては、必要に応じて、教育委員会や警察の   
関係者の参加を求める。   

4 検証対象の範由  
0検証の対象は、都道府県又は市町村が関与していた虐待による死亡事例（心中を含む）全て。ただし、   
死亡に至らない事例や関係機関の関与がない事例（車中放置、新生児遺棄致死等）であっても検証が   
必要と認められる事例については、あわせて対象に。   

§」貪鉦方法  

○検証組軌ま、事実関係を明らかにするとともに発生原因の分析等を実施。また、調査結果に基づき、   
体制面の諌題、運営面の諌題等を明らかにし、再発防止のために必要な施策の見直しを検討。  

○ 発生予防   

⇒ 虐待に至る前に防ぐ（気になるレベルで迅速に対応）。育児の孤立化防止が重要   

・生後4か月までの全戸訪問（こんにちは赤ちやん事業）   

・集いの場をつくる（地域子育て支援拠点）  

○ 早期発見・早期対応   

⇒後手にまわれば虐待死のおそれ。早期介入は虐徳による子どもへの悪影響を  
回避するためにも重要   
・抱え込まずに早く知らせる（通告）   

・自治体（児童相談所）が迅速に動く（立入調査・一時保護）  

○ 子どもの保護や支援、そして保護者の支援   
⇒ 親子分離した後の子どものケア、どうしても叩いてしまう保護者への支援は、  

「虐待の連鎖」を防ぐためにも重要。でも、社会的関心が少ない。   

・大部屋生活 ⇒ 家庭的な養育環境（里親、グループホームなど）   

・施設で暮らす子どもの7割が被虐待児 ⇒ 心理的ケア   

・施設を出た後の自立の支援  
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